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conferenceを終え,Londonや って来ました. Blandinに 牧pari芦
に▲くるのはあとの方が長い"と言われては,革命の様子をみ たいか ら今行き ･




に印象にのこったことか ら atrando皿に導いていきます と ,
① Q-ree血sFun､ctionmethod
zittarzが decoupled equati｡nを完全にとい草というの厄 prep-
rinもをもらって知ってお りましたが,そのあともい くつか計算 していて,
たとえば S:1-0cal spin, SG:condlユCもion electronの totaf
spinで ● 1
eiml< 曇●望C> = -I(S+ ち)
T-O 1
なのだそうですo S- T のとき,T- Dで singleもだとすれば,これは
2
らなければな らない量ですが,これ七はいわば cahcellのしす言.二Il-
すぎで singletにはな りません0 -万 T -matrixの方は 七(W) (:T一
j matrixの spin-flipのない部分)が
eim も(a-0) -→ Unitarity Limit
T-0







海 外 通 信
suhl も changemindLたことで,今度ははっきり Ground sもateは
singleもだ ろうと言っていましたo Suhl自身の計算がやは り T- 0で
uniもarity Limitになるのですか らこれは何ともしようのないことです｡
Andersonは 廿G･eneralitieo onThe singletrJrOund state"と
題 して,内容は t難かしい,尊かしい"という話をしましたo non-mag-
netic imptlrityでは,内部構造が全 くないのだか ら,外側から elec一
七ronがぶつかった時に,おこり得 るのはせいぜい impur土tyの付近で
electron-hole pairを exciteす ること位だ,そうすると e-h
pairの staもedensityか ら考 えて つL matrixの energy depen-
denCeは
T(e) - T(0) - a82
としかなり得ないように思われ る 0 -万 S-d の時は低温では single七
守,しかも非常に singlarな dependenceが出る｡ これを理解するのに
5つの可能性があり,それは




(3) non一mag. impurityで も実は普通の perもurbationa-1なとり
あっかいはいけない｡
の三つだという話でした｡









海 外 通 信
したo AndersonmodelカIhら出発す るのですが,＼para竺eteiをへ らす
ため U-- として., Edをかえます｡ vsd=0 とすれば, grourd
stateは Ed> EFでは non-mag,Ed< 宜Fでは mag.ですが,＼
Ed< EFで も, iTnPurity levelに electrPn_が入 っていない non
一皿agか ら出発しても Vsdを入れていった方が･,mag.から出発す るよ
り evergyが低 くな り,それは Ed=nJTFでq)non-mag とスムーズに
つなが るだろうというのですo Eaがずっと低い所にあるときは Yqsida瓜′
理論 と.全 く同 じになるはずですが,idea､はそれを もっと単純な non-mag
とつなげ ようというのです｡
@ spin fluctua.Lion
suhlの ideaは non-mag,mag といっても i血puriLtyの問題で は
その間に- ツキジ境界のある定華 的な差嫁ないのであ.って, loci spin
fluc叫ati｡nの大小にすぎないというのですo それで, intera-ct土ng
electron+Limlpurity potentialか ら出発して ,いろいろ簡単化,
近似をした上で numerical calculationをや って T→0で reslsもー
ivity- Unitary,Ⅹ-う st (S土mgle七′)が出を ということで した｡
1
近似は uniformのときの伊豆山さんのに似ているのですが,何 しろ
numerical Gal.culationでは何が何や らまだ よくわか りませんoLか
し,面白いことではあるように思われました ｡
似た ようなtとはほかに,Ledererが Pd + Ed の問題に関連 してや
ってお り.,zuclcerman らのもあ りましたが ,後者は正直な ところよくわ
か りません｡
実験の話 もいろいろありましたが,またあとで専きます｡
Lc)ndon､に て 長 岡 洋 介
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